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連
盟
が
発
足
し
、
発
起
人
代
表
の
麻
生
太

郎
元
首
相
（
自
民
党
副
総
裁
）
が
政
府
に

記
念
式
典
な
ど
の
実
施
を
要
望
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
岸
田
文
雄
内
閣（
当
時
）

は
７
月
、内
閣
官
房
に
「
昭
和
１
０
０
年
」

関
連
施
策
推
進
室
を
設
置
し
た
。
現
在
、

政
府
内
で
基
本
方
針
、
記
念
式
典
や
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
記
念
式
典
は
、
昭
和
元
年
か
ら
「
満

１
０
０
年
」
に
あ
た
る
令
和
８
（
２
０
２

６
）
年
の
開
催
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。

　

過
去
を
振
り
返
る
と
、
佐
藤
栄
作
内
閣

が
明
治
元
（
１
８
６
８
）
年
か
ら
「
満
１

０
０
年
」
に
あ
た
る
昭
和
43（
１
９
６
８
）

年
に
明
治
百
年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
先

例
が
思
い
浮
か
ぶ
。
佐
藤
首
相
に
は
、「
明

治
百
年
」
を
、
日
本
国
民
が
自
国
の
近
代

史
へ
の
誇
り
と
自
信
を
取
り
戻
す
契
機
に

POLITICS

る
。
す
な
わ
ち
、
仮
に
昭
和
と
い
う
元
号

が
続
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、「
昭
和
１
０

０
年
」と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
る
。「
大

正
１
０
０
年
」
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
が
、「
昭
和
１

０
０
年
」
は
多
く
の
人
び
と
の
関
心
を
集

め
て
お
り
、
関
連
す
る
出
版
物
や
イ
ベ
ン

ト
を
最
近
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
昭
和
は
日
本
史
上
最
も
長
く
使
用

さ
れ
た
元
号
で
あ
り
、
多
く
の
日
本
人
に

深
い
感
慨
を
催
さ
せ
る
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
先
取
り
し
て
、
昨
年

５
月
に
は
国
会
で
「
昭
和
１
０
０
年
」
記

念
式
典
の
開
催
を
目
指
す
超
党
派
の
議
員

和
７
（
２
０
２
５
）
年

は
、
昭
和
元
（
１
９
２

６
）
年
か
ら
「
数
え
」

で
１
０
０
年
目
に
あ
た

令

奈良岡聰智
Sochi Naraoka

京都大学大学院法学研究科
教授

京都大学大学院法学研究科博士
後期課程政治学専攻修了。博士
（法学）。同研究科准教授などを
経て2014年から現職。専門は
日本政治外交史。

議員連盟の設立総会で発言す
る麻生氏。意義ある事業にい
かに仕上げられるか

「
昭
和
１
０
０
年
」を
契
機
に

「
知
的
イ
ン
フ
ラ
」の
整
備
を
急
げ

WEDGE

OPINION

JIJI

昭
和
の
時
代
を
映
す
当
時
の
新
聞
。デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
整
備
せ
ね
ば
、「
過
去
」が
失
わ
れ
か
ね
な
い
。

平
和
で
豊
か
な
日
本
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、「
昭
和
１
０
０
年
」を
契
機
に
す
べ
き
こ
と
と
は
。
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スポットワークを社会に健全
に定着させるためには事業者
の適切な利用が求められる

ス
キ
マ
時
間
を
利
用
し
て
働
く

「
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
活

況
を
呈
し
て
い
る
。
飲
食
店

や
ス
ー
パ
ー
、
ホ
テ
ル
、
物
流
な
ど
の
事

業
者
が
「
人
手
が
足
り
な
い
時
だ
け
」
人

を
募
集
し
、
労
働
（
求
職
）
者
は
「
働
き

た
い
時
だ
け
」
働
く
形
態
だ
。

　

こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
、
仕
事
と
求

WEDGE  REPORT

「スポットワーク」バブルで
人手不足は解消するのか？
新しい働き方として広がる「スポットワーク（スキマバイト）」がもたらした
労働市場の変化と今後の課題とは？

文・編集部（横上菜月）

BRO
N

EKKAM
IN

SKI/GETTYIM
AGES

職
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

の
出
現
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
タ
イ
ミ
ー
に
続
き
、
パ

ー
ソ
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ヤ
フ
ー
、
リ
ク
ル
ー

ト
な
ど
も
次
々
と
参
入
し
て
い
る
。
最
大

手
の
タ
イ
ミ
ー
は
24
年
７
月
に
、
東
京
証

券
取
引
所
の
グ
ロ
ー
ス
市
場
へ
の
新
規
上

場
を
果
た
し
た
。

　

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
プ
リ
の
ユ
ー
ザ
ー

は
、
ア
プ
リ
上
に
掲
載
さ
れ
た
求
人
の
中

か
ら
条
件
に
合
っ
た
仕
事
に
応
募
し
て
事

業
者
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
と
、
最
短
１
時

間
か
ら
働
く
こ
と
が
で
き
る
。
長
期
雇
用

の
ア
ル
バ
イ
ト
の
よ
う
に
事
前
の
面
接
や

履
歴
書
の
提
出
は
不
要
だ
。
勤
務
後
は
ユ

ー
ザ
ー
が
事
業
者
に
対
し
て
ア
プ
リ
上
で

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
」
か
「
Ｂ
ａ
ｄ
」
で
評
価
し
、

そ
れ
が
完
了
す
る
と
報
酬
が
即
日
入
金
さ

れ
る
。
ま
た
、
事
業
者
側
も
任
意
で
ユ
ー

ザ
ー
を
評
価
で
き
る
。
多
少
の
仕
様
の
違

い
は
あ
る
が
、
タ
イ
ミ
ー
以
外
の
ア
プ
リ

も
基
本
的
に
仕
組
み
は
同
じ
だ
。

　

新
し
い
働
き
方
と
も
い
え
る
ス
ポ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
広
が
り
は
、
労
働
者
に
と
っ
て

歓
迎
す
べ
き
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
労
働

経
済
学
を
専
門
と
す
る
日
本
大
学
教
授
の

安
藤
至む

ね
と
も大
氏
は
こ
う
語
る
。
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Wedge Special Report

災害大国を生きる
積み残された日本の宿題

文・菅野 拓、井原 裕、渥美公秀、島村菜津、山川 徹、
編集部（梶田美有、鈴木賢太郎、友森敏雄、仲上龍馬、野口千里)

う
い
う
運
命
だ
っ
た
と

思
う
し
か
な
い
」

　

輪
島
市
町
野
町
に
住

ん
で
い
た
小
池
宏
さ
ん

「
こ

（
70
歳
）
は
小
誌
の
取
材
に
こ
う
答
え
た
。

１
月
の
地
震
で
自
宅
は
全
壊
。
９
月
の
豪

雨
災
害
時
は
自
宅
周
辺
一
帯
が
湖
の
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

「
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
、
こ
こ
に
戻
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ち
か
ら
人
が
居

な
く
な
っ
て
、
政

ま
つ
り
ご
とも
、
祭
り
も
、
葬
儀

す
ら
で
き
な
い
。市
外
に
避
難
し
た
人
は
、

も
う
戻
っ
て
こ
な
い
で
し
ょ
う
ね
…
…
」

　

能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年
。

　

小
誌
取
材
班
は
昨
年
11
月
と
12
月
の
２

回
、
能
登
の
現
場
を
歩
い
た
。

　

現
地
で
は
今
も
な
お
、
土
砂
崩
れ
に
よ

っ
て
山
肌
が
見
え
た
ま
ま
の
箇
所
が
あ
っ

た
ほ
か
、
瓦
礫
で
塞
が
れ
た
道
路
や
倒
壊

し
た
家
屋
も
多
数
残
っ
て
い
た
。

　

爪
痕
が
残
る
一
方
、
水
道
や
電
気
、
ガ

ス
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
ほ
と
ん
ど

の
地
域
で
復
旧
し
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
、
飲
食
店
も
徐
々
に
営
業
を
再
開
し
て

い
る
。
人
々
の
生
活
は
一
歩
ず
つ
だ
が
、

元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
現
状
を
ど
う
見
る
か
は
同
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じ
「
被
災
者
」
で
も
千
差
万
別
で
あ
り
、

復
旧
・
復
興
の
あ
り
方
を
一
律
に
示
す
こ

と
が
困
難
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。

　

だ
が
、
そ
れ
で
も
我
々
メ
デ
ィ
ア
に
で

き
る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
被
災
者
の
本
音
を
伝
え
る
こ

と
、
そ
し
て
、
今
回
の
震
災
を
今
後
に
ど

う
生
か
し
て
い
く
べ
き
か
、
そ
の
方
向
性

を
提
示
す
る
こ
と
だ
。

　

日
本
は
今
年
で
発
災
か
ら
30
年
を
迎
え

る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

な
ど
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
自
然
災
害
を
経

験
し
、
様
々
な
教
訓
を
得
て
き
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
被
災
地
で
は
「
繰
り
返
さ

れ
る
光
景
」
が
あ
る
。

　

発
生
後
の
混
乱
と
行
き
届
か
な
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
な
い
〝
雑

魚
寝
〞
状
態
の
避
難
所
、
仮
設
住
宅
で
の

孤
独
死
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
是

非
を
め
ぐ
る
対
立
、
災
害
関
連
死
│
。

　

な
ぜ
、
同
じ
よ
う
な
光
景
は
繰
り
返
さ

れ
、
こ
う
し
た
〝
宿
題
〞
が
積
み
残
さ
れ

続
け
る
の
か
。
本
特
集
で
は
、
能
登
の
現

在
地
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
本
格
的
な

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
中
、災
害
大
国・

日
本
の
震
災
復
興
に
必
要
な
視
点
、
改
善

す
べ
き
方
向
性
を
提
示
し
た
い
。

W
ED

G
E



20

月
17
日
で
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
30
年
を
迎

え
た
。
こ
の
間
、
２
０

１
１
年
の
東
日
本
大
震

１
災
や
16
年
の
熊
本
地
震
な
ど
、
数
々
の
災

害
が
日
本
列
島
を
襲
っ
た
。
そ
し
て
、
高

齢
化
率
が
５
割
に
達
す
る
よ
う
な
人
口
減

少
地
域
で
起
こ
っ
た
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
は
、
日
本
の
災
害
対
応
に
依
然
と
し

て
大
き
な
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
私
た
ち
に
突
き
付
け
て
い
る
。

　

人
口
減
少
地
域
と
い
う
意
味
で
は
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
も
同
様
だ
っ
た
。

し
か
し
、
あ
の
震
災
後
に
私
た
ち
が
目
に

し
た
の
は
巨
大
な
防
潮
堤
や
高
台
移
転
な

ど
、
過
剰
と
も
い
え
る
「
ハ
ー
ド
整
備
」

に
重
き
が
置
か
れ
た
復
興
の
姿
だ
っ
た
。

　

一
方
、
被
災
自
治
体
の
混
乱
に
伴
う
被

災
者
へ
の
生
活
支
援
・
生
活
再
建
の
遅
れ

や
床
に〝
雑
魚
寝
〞
の
避
難
所
運
営
な
ど
、

ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
は
貧
し
い
ま
ま
だ
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
の
避
難
所

の
生
活
環
境
水
準
は
、
難
民
支
援
な
ど
の

人
道
援
助
の
国
際
基
準
（
ス
フ
ィ
ア
・
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
）
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
い

る
。
戦
前
と
現
代
の
避
難
所
の
様
子
を
比

べ
て
も
大
き
な
変
化
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

日
本
は
災
害
大
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、な
ぜ
過
去
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
ず
、

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
の

か
。
背
景
に
は
、
根
幹
と
な
る
日
本
の
災

害
法
制
が
現
代
に
至
る
ま
で
適
切
に
改
正

さ
れ
ず
、
基
本
構
造
が
何
十
年
と
変
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
が
大
き
い
。

能登半島地震は人口減少時代の日本社会に2つの〝宿題〟を提示している。今こそ新たな災害復興の道を切り拓かなければならない

1982年生まれ。博士（文学）。専門は人文地理学、
サードセクター論、防災・復興政策。社会問題な
ど「やっかいな問題」の解決を一貫したテーマと
して研究・実践。著書に『災害対応ガバナンス 
被災者支援の混乱を止める』（ナカニシヤ出版）
など。

災害法制を〝根本〟から見直し
持続可能な復旧と支援を
日本は災害大国にもかかわらず、震災のたびに、同じ過ちを繰り返している。
中長期の視点で人口減少時代における日本の災害対応を見直していくべきだ。

菅野 拓
Taku Sugano

大阪公立大学
大学院文学研究科
准教授
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2024年1月12日、輪島市の小学校に避難する被災者。プライベートな空間が無い状態だ

ク
ヤ
ー
ド
（
名
古
屋
市
）
常
務
理
事
の
浦

野
愛
氏
は
「
国
か
ら
の
支
援
で
届
い
た
期

限
切
れ
間
近
の
菓
子
パ
ン
を
泣
き
な
が
ら

３
日
間
食
べ
続
け
た
人
や
、
ア
ル
フ
ァ
化

米
な
ど
、
栄
養
価
に
偏
り
の
あ
る
食
べ
物

で
何
日
も
凌
い
だ
避
難
所
も
あ
り
ま
し

た
」
と
話
す
。

　

避
難
所
で
人
間
ら
し
い
生
活
を
す
る
た

め
に
カ
ギ
を
握
る
の
が
、
榛
沢
氏
の
唱
え

る「
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
」だ
。
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
と
は
、「
ト

イ
レ
、
温
か
い
食
事
（
キ
ッ
チ
ン
）、
ベ

ッ
ド
」
を
発
災
「
48
時
間
以
内
」
に
準
備

す
る
こ
と
を
意
図
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。

欧
米
で
は
こ
れ
が
当
た
り
前
で
、
イ
タ
リ

ア
の
避
難
所
で
は
、
発
災
後
す
ぐ
に
個
室

の
ト
イ
レ
や
簡
易
ベ
ッ
ド
が
準
備
さ
れ
、

パ
ス
タ
や
ワ
イ
ン
な
ど
の
温
か
い
食
事
が

提
供
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
日
本
で
は
、
避
難
所
は
『
一
時
的
に
耐

え
忍
ぶ
場
所
』
と
い
う
固
定
観
念
が
あ
り

ま
す
が
、
欧
米
の
避
難
所
に
は
『
公
共
の

福
祉
』
と
い
う
理
念
が
あ
り
ま
す
。
被
災

者
が
元
の
生
活
を
取
り
戻
し
、
一
日
で
も

早
く
仕
事
に
戻
っ
て
い
く
こ
と
が
、
地
域

の
活
性
化
や
国
力
の
回
復
に
も
つ
な
が
る

の
で
、
避
難
所
は
『
み
ん
な
が
元
気
に
な

る
場
所
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
』
と
い

本
の
避
難
所
の
環
境
は

先
進
国
の
も
の
と
は
思

え
ま
せ
ん
。
も
は
や
、

被
災
者
に
対
す
る
ハ
ラ

「
日

ス
メ
ン
ト
で
す
」

　

避
難
所
・
避
難
生
活
学
会
の
常
任
理
事

で
新
潟
大
学
大
学
院
特
任
教
授
の
榛
沢
和

彦
氏
は
そ
う
指
摘
す
る
。

　

床
に
雑
魚
寝
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間

は
確
保
さ
れ
ず
、
ト
イ
レ
は
物
陰
で
済
ま

せ
る

│
。
避
難
所
で
み
ら
れ
る
こ
う
し

た
光
景
は
、
１
０
０
年
以
上
前
の
関
東
大

震
災
か
ら
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
で
も
繰
り
返
さ
れ
た
。

　

輪
島
市
内
の
小
学
校
で
避
難
生
活
を
送

っ
た
輪
島
商
工
会
議
所
女
性
会
会
長
の
澤

田
珠
代
氏
は
こ
う
振
り
返
る
。

「
床
に
段
ボ
ー
ル
を
敷
い
て
寝
て
い
た
と

き
、
寝
返
り
を
し
た
ら
男
性
の
顔
が
目
の

前
に
あ
り
、
が
く
然
と
し
ま
し
た
」

　

奥
能
登
の
20
カ
所
以
上
の
避
難
所
を
視

察
し
た
榛
沢
氏
は
「
多
く
の
避
難
所
に
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
が
搬
入
さ
れ
る
ま
で
３
週

間
程
度
か
か
り
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

る
避
難
所
も
少
な
か
っ
た
」
と
語
る
。

　

穴
水
町
で
避
難
所
な
ど
の
支
援
を
行
っ

た
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ

KYO
D
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EW

S

いつまで雑魚寝なのか？
避難所運営に必要な発想の転換
これまでも俎上に載り続けてきた、劣悪な避難所の問題。
震災時だけではなく、平時から体制を整備していかなければならない。

Part 3

文・編集部（野口千里、鈴木賢太郎）



ヴェネチア

ミラノ

1976年
北部

フリウリ地震

1980年
イルピニア

地震

2009年
ラクイラ
地震

2016年
イタリア中部

地震

ローマ

フィレンツェ

ナポリ サン・タンジェロ・
デイ・ロンバルディ

アブルッツォ州

40

2009年のラクイラ地震後に設置された避難所。イタリアの避難所はテント型でプライバシーが確保され、震災後すぐに温かい食事が提供される

タ
リ
ア
も
ま
た
、
日
本

と
同
様
に
地
震
大
国
で

あ
る
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
と
ア
フ
リ
カ
プ

イ
レ
ー
ト
と
の
境
界
に
位
置
す
る
そ
の
半
島

に
は
断
層
も
多
く
、
特
に
こ
れ
を
Ｔ
字
に

走
る
ア
ル
プ
ス
山
脈
南
西
端
か
ら
背
骨
の

1963年長崎県生まれ、福岡県育ち。東京藝術大学
美術学部芸術学科卒業後、イタリアへ留学。『ス
ローフードな人生！』（新潮文庫）が日本のスロ
ーフード運動の先駆けになる。著書に『シチリア
の奇跡 マフィアからエシカルへ』（新潮新書）な
ど多数。

世界に誇る「市民保護局」
イタリアから日本が学べること
イタリアの災害救助や被災者支援は優れたものとして知られている。
その理由を探るべく、筆者はイタリアに訪れた。

島村菜津
Natsu Shimamura

ノンフィクション
作家

Part 6

よ
う
に
南
北
を
走
る
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
周
辺

は
地
震
多
発
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

中
で
も
１
９
８
０
年
11
月
23
日
、
南
部

の
広
域
を
襲
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・

９
の
イ
ル
ピ
ニ
ア
地
震
は
40
年
以
上
が
経

過
し
た
今
も
な
お
、復
興
が
続
い
て
い
る
。

37
の
自
治
体
が
壊
滅
し
、
６
９
８
の
自
治

体
が
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
、
死
者
２
８

９
０
人
、
約
28
万
人
が
家
屋
を
失
っ
た
。

道
路
は
寸
断
さ
れ
、
通
信
網
も
不
通
と
な

り
、
現
場
は
混
乱
を
極
め
た
。
こ
の
地
震

で
の
苦
々
し
い
経
験
が
、
イ
タ
リ
ア
が
世

界
に
誇
る
災
害
支
援
の
合
理
的
な
仕
組
み

「
市
民
保
護
局
」
を
生
ん
だ
。

　

イ
ル
ピ
ニ
ア
地
震
発
生
の
翌
日
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
現
地
入
り
し
た
サ
ン
ト
ロ
・

ペ
ル
テ
ィ
ー
ニ
大
統
領
（
当
時
）
は
、
そ

の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
帰
還
後

す
ぐ
に
テ
レ
ビ
演
説
を
行
っ
た
。
瓦
礫
の

下
か
ら
助
け
を
求
め
る
声
を
耳
に
し
て
も

必
要
な
機
材
さ
え
な
く
、
被
災
者
の
食
料

す
ら
不
足
し
て
い
た
。
両
親
と
兄
を
失
っ

た
少
女
や
夫
と
息
子
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ

た
女
性
に
遭
遇
し
た
大
統
領
の
真
摯
な
訴

え
は
、
国
民
の
心
を
打
っ
た
。

「
死
者
を
弔
う
最
善
の
方
法
は
、
生
き
て

い
る
人
た
ち
の
支
援
で
す
。
生
涯
忘
れ
が
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犠
牲
者
の
遺
族
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き

た
。

　

な
ぜ
、
大
災
害
を
生
き
延
び
た
命
が
、

喪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。裏
を
返
せ
ば
、

そ
の
問
い
は
私
た
ち
の
社
会
へ
と
切
っ
先

を
向
け
る
。
ど
う
す
れ
ば
、
我
々
は
、
彼

ら
彼
女
ら
を
救
え
た
の
か
、
と
。

　

こ
の
問
い
を
思
い
返
す
た
び
、
よ
み
が

え
る
の
が
、
ひ
と
り
の
遺
族
の
言
葉
で
あ

る
。

　

宮
﨑
さ
く
ら
さ
ん
（
当
時
37
歳
）
は
、

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
で
４
歳
の
次

女
、
花
梨
さ
ん
を
亡
く
し
た
。
持
病
だ
っ

た
心
臓
病
の
手
術
を
受
け
た
花
梨
さ
ん
は

入
院
中
に
被
災
。
病
院
の
耐
震
問
題
で
治

療
が
継
続
で
き
な
く
な
り
、
熊
本
か
ら
福

岡
の
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
が
、
５
日
後
に

幼
い
生
涯
を
閉
じ
る
。
さ
く
ら
さ
ん
は
言

う
。

「
私
が
考
え
て
ほ
し
い
の
が
、
ど
う
や
っ

た
ら
花
梨
が
助
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ

と
。
も
し
か
し
た
ら
、
病
院
の
耐
震
設
計

の
問
題
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
災
害

時
に
転
院
す
る
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

花
梨
の
よ
う
な
子
っ
て
、
日
本
中
に
た
く

さ
ん
い
ま
す
よ
ね
。
い
ま
ま
さ
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ

（
集
中
治
療
室
）
で
治
療
を
受
け
る
子
も
、

０
０
０
人
以
上
│
。

こ
れ
は
、
１
９
９
５
年

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
令
和
６
年
能
登
半

５
島
地
震
ま
で
の
30
年
で
、
災
害
関
連
死
に

数
え
ら
れ
た
犠
牲
者
の
数
で
あ
る
。

「
災
害
関
連
死
」
と
は
何
か
。

　

端
的
に
言
え
ば
、災
害
後
の
死
で
あ
る
。

　

自
然
災
害
で
犠
牲
と
な
る
の
は
、
直
接

的
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
人
だ
け
で
は
な

い
。
災
害
に
よ
る
環
境
の
変
化
や
、
先
の

見
え
な
い
避
難
生
活
の
疲
労
で
、
心
身
の

健
康
を
削
ら
れ
て
、
持
病
を
悪
化
さ
せ
た

り
、
体
調
を
崩
し
た
り
す
る
人
は
少
な
く

な
い
。
い
や
、
そ
の
表
現
に
は
語
弊
が
あ

る
。
住
み
慣
れ
た
町
が
破
壊
さ
れ
、
大
切

な
人
を
喪
っ
た
被
災
者
が
、
災
害
前
と
同

じ
よ
う
に
生
き
て
い
け
る
は
ず
が
な
い
。

そ
れ
は
、「
災
害
弱
者
」
と
呼
ば
れ
る
高

齢
者
や
障
害
者
、
基
礎
疾
患
を
持
つ
人
に

限
ら
な
い
。

　

こ
の
30
年
、
災
害
関
連
死
を
含
め
た
自

然
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
は
、
約
３
万
人
に

上
る
。
実
に
、
犠
牲
者
の
16
％
強
が
発
災

か
ら
時
間
を
経
て
、命
を
落
と
し
た
の
だ
。

　

筆
者
は
、
十
数
年
に
わ
た
り
災
害
関
連

死
を
取
材
し
、
災
害
後
に
命
を
落
と
し
た

1977年山形県生まれ。東北学院大学法学部法律学
科卒業後、國學院大学二部文学部史学科に編入。
大学在学中からフリーライターとして活動。著書
に『最期の声 ドキュメント災害関連死』（角川書
店）など。近著に『鯨鯢の鰓にかく 商業捕鯨 再
起への航跡』（小学館）。

災害関連死は氷山の一角
未来の被災者を救うために
能登半島地震は直接死を上回る数の災害関連死が発生している。
被災者の〝最期の声〟に耳を傾け、次の災害に備える姿勢が求められている。

山川 徹
Toru Yamakawa

ノンフィクション
ライター

Part 7

WEDGE

災害関連死を直視し、一人でも多く
の命を救える社会を目指す─。そ
の「道」はこれからも続いていく
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０
２
５
年
１
月
20
日
、

い
よ
い
よ
、
第
二
次
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
ス
タ
ー

ト
す
る
。周
知
の
通
り
、

２
今
回
の
大
統
領
選
は
蓋
を
開
け
て
み
る
と

ト
ラ
ン
プ
の
圧
勝
だ
っ
た
。

　

民
主
党
の
ハ
リ
ス
候
補
も
一
時
は
期
待

を
集
め
た
。
だ
が
、
筆
者
は
、
９
月
10
日

の
テ
レ
ビ
討
論
会
に
お
け
る
折
々
の
場
面

で
、
司
会
者
の
質
問
を
完
全
に
は
ぐ
ら
か

す
彼
女
の
姿
を
見
て
、
大
統
領
に
な
る
資

質
は
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

　

案
の
定
、
見
る
見
る
う
ち
に
メ
ッ
キ
が

剥
が
れ
て
い
き
、
大
敗
を
喫
し
た
。
国
民

は
バ
イ
デ
ン
の
よ
う
な
弱
い
大
統
領
や
台

本
が
な
い
と
単
純
な
質
問
に
も
答
え
ら
れ

な
い
大
統
領
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
や
中
国

に
物
が
言
え
る
〝
マ
ッ
チ
ョ
な
〞
大
統
領

を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

大野和基
Kazumoto Ohno

国際ジャーナリスト

1955年生まれ。東京外国語大学英
米学科卒業。79～97年に米国滞在。
コーネル大学で化学を、ニューヨー
ク医科大学で基礎医学を学んだ後、
ジャーナリストに。国際的な知識人
への取材経験が豊富で、帰国後も日
米を行き来して活動中。著書に『ア
メリカの罠 トランプ2.0の衝撃』（文
春新書）、『民主主義の危機』（朝日
新書）など多数。

「MAGA派」とは何者か？
トランプ政権の幹部を徹底解剖

「米国第一主義（MAGA）」実現のため、トランプは自身に忠誠を誓う人物で政権を固めた。
「MAGA派」の人物像や政治的スタンスを解剖し、日米関係強化に求められることを考える。

PART 1

MICHAEL M.SANTIAGO/GETTYIMAGES

3 度 目 の大統領選でも
「MAGA旋風」を巻き起こ
したトランプ。政権運営の
行方は……

MAGA
解剖

MAKE AMERICA
GREAT AGAIN

新連載

VOL.
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０
２
５
年
１
月
20
日
、

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ

が
第
47
代
米
国
大
統
領

に
就
任
す
る
。「
ト
ラ

２
ン
プ
の
時
代
」
の
第
二
幕
で
あ
る
。
前
回

の
第
一
幕
（
16
〜
20
年
）
は
、
突
然
生
じ

た
「
ト
ラ
ン
プ
現
象
」
に
よ
っ
て
い
わ
ば

「
は
ず
み
」
で
誕
生
し
た
特
異
現
象
で
あ

る
か
の
よ
う
に
も
見
な
さ
れ
た
が
、
今
回

は
そ
う
で
は
な
い
。
ま
ぎ
れ
も
な
い
勝
利

で
あ
り
、
米
国
民
は
、
こ
の
異
形
の
人
物

を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
上
院
、

下
院
共
に
共
和
党
が
と
り
、
連
邦
裁
判
所

の
判
事
も
共
和
党
が
多
数
を
占
め
る
。
ま

た
ト
ラ
ン
プ
は
、
行
政
府
の
ス
タ
ッ
フ
を

大
幅
に
入
れ
替
え
る
と
豪
語
し
て
い
る
。

独
裁
者
と
い
う
言
葉
は
適
切
で
は
な
い

が
、
過
半
の
米
国
民
が
、
強
権
的
な
大
統

領
を
待
望
し
た
こ
と
に
な
る
。

佐伯啓思
Keishi Saeki

京都大学名誉教授

1949年生まれ。東京大学経済学部卒。
同大学院経済学研究科博士課程単位
取得。『隠された思考』（筑摩書房）
でサントリー学芸賞、『現代日本の
リベラリズム』（講談社）で読売論
壇賞、『「アメリカニズム」の終焉』
（中公文庫）で東畑記念賞受賞。近
著に『神なき時代の「終末論」現代
文明の深層にあるもの』（PHP新書）。

むき出しの「ホンネ」が横行する
トランプ後の世界

米国民が〝自覚的〟に選んだ第二次トランプ政権。待ち受けているのは
リベラルの〝建前〟という虚像がはがれた〝ホンネ〟の世界だ。

PART 2

ゴミが散乱する大統領選後のハリス陣営の集会場所。民主党は環境への意識が高いはずだが……
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